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　 地面を掘って、掘って、とにかく掘って、深さ30キ

ロまでいくとマントルがあります。マントル…学校の

授業や、科学事典などで馴染みのある単語ではな

いでしょうか。しかし、深さ30キロに到達できた人間

は、まだこの世に１人もおらず、地中のマントルがど

のようなものなのかについては謎が多く残されてい

ます。 

　たとえば地球内部には、地球表層をおおう海水の 

地球深部の水の循環を担う 
鉱物の性質を解明！	

　　　　	

参考：h"p://www.(tech.ac.jp/news/2015/032714.html	

発表申込・詳細はウェブから	

サイエンスキャッスル 

参加	  
募集	  

課題研究、モノづくり、実験体験、施設見学、部活動など、 
中高生のみなさんが取り組んだ科学的探究活動の発表会を行います。 
熱い議論が交わされるサイエンスキャッスルで、同世代の仲間に成果を発信しませんか？	  

東京大会	  
2015/12/20

（日）	 検索 

数倍から数十倍の水が存在すると見積もられています。しかし、その水の状態や量についてはほと

んどわかっていません。地球の表層に存在する水は、岩石と反応して蛇紋石などの水を含んだ鉱物（含水

鉱物）を形成します。このような含水鉱物が、プレートの運動によって地球の深部まで運ばれると高密度含

水マグネシウムケイ酸塩（DHMS）に変化します。DHMSは、結晶構造の違いにより、発見された順

にA相、B相、D相…と名付けられています。最近まで、DHMSのD相は、下部マントル上部領域（約40万気

圧・深さ1250km）に達すると脱水分解し、それ以上の深さまでDHMSが水を輸送することはないと考えられ

ていました。しかし、2013年に東京工業大学の土屋旬准教授は、第一原理計算というコンピューターシミュ

レーションに基づき、この40万気圧付近でD相が異なる結晶構造をもつ新たな含水鉱物（H相）に変化し、さ

らなる地球深部へ水を輸送しうることを発表しました。そして今回は、米国コーネル大学のマイナック・ムカ

ジー博士とともに、H相の結晶構造と弾性的性質（物質の固さや壊れにくさを示す性質）を明らかにしました。

H相はマントルと核の境界付近の2900キロメートルまで水を運ぶ可能性をもっています。水は、岩石

の溶ける温度を下げるため、マントル最下部でのマグマの発生を引き起こすなど、地球深部の物質や運動

（ダイナミクス）に、大きな影響を及ぼします。H相の弾性的性質は、このような地球深部の水の循環経路を

調べるうえで非常に重要な情報なのです。 

　 私たちの足元、地面の下、30キロのところに、まだ誰も到達したことのない世界が広がっています。一度こ

の目でマントルを見てみたいものです！ 

関西大会	  
2015/12/23

（水・祝）	

東北大会	  
2015/12/6

（日）	

記者紹介　	  
立花智子	  

コンピューターの 

性能が近年、飛躍的に 

向上したことで、可能になった 

研究とのこと。今後の報告 

も楽しみですね！ 

深さ30キロの穴を掘った	  
先にあるもの	  


